
令和５年度青森県地方協議会重点取組事項ＰＤＣＡシート（案）

○）荷役作業時間の短縮＜重点取組事項名＞

○重点取組事項概要

○ＫＰＩ

○重点取組事項の取組状況

○課題及び今後の対応の方向性

記載担当者名：青森運輸支局輸送監査部門

　当県の主要輸送品である農産物の運送に係る荷役作業の課題を把握するとともに、農産物を所管する行政
機関等と課題を共有し協力して荷主への働きかけを行うことで、荷役作業の効率化を促し荷役作業時間の短
縮を目指す。

・農産物全体の荷役作業時間1時間以内の割合を50％まで上昇させる。（2021年度時点40％）
・農産物全体の手荷役の割合を50％まで減少させる。（2021年度時点56％）
・農産物のうち野菜おいて、荷主のパレットと運送用パレットのサイズの違いにより積み替えが発生する割合を
50％まで減少させる。（2021年度時点57％）

・２０２４年問題について地域ごとに抱える課題があると考えられることから、青森運輸支局長が青森県トラック
協会各支部を訪問し、懸念される事項などについての意見交換を行った。
・トラック協会が開催した八戸地区物流フォーラム、津軽地区物流フォーラムに出席し、荷主対策の深度化（ト
ラックＧメン制度）について説明を行った。
・前年度に引き続き、荷主団体等を訪問、標準的な運賃や荷役作業時間短縮について、理解と協力を求め
た。

・引き続き農産物輸送の課題解決に向けて取り組む。
・令和6年度からは青森県の主要産品をであり、下請も含めて多くのトラック事業者が運送に携わっている絞り
「りんご輸送」について取り組む。
・令和6年度はりんご輸送についてどのような課題があるか整理を行う。


